
◆ご使用前に、

取扱説明書の説明と注意事項にしたがい、正しく

お取り扱いください。

◆お読みになった後は、

すぐご覧になれるところに大切に保管してください。

また、ご使用中に不明な点が生じた場合は、

取扱説明書をお読みいただき、

ださい。

◆万一、

上げの販売店へご連絡のうえ、

この取扱説明書をよくお読みいただき、

お使いになる方が、いつでも

使用方法をご確認く

再度この

この取扱説明書を紛失された場合は、お買い

お取り寄せください。
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 １  ご使用の前に                  

 

この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただき、この製品をご使用になる方々への危害、財産

への損害を未然に防止するために、ご使用の際に守っていただきたい事項について、「シンボルマー

ク」で表示しています。この「シンボルマーク」の意味を十分にご理解のうえ、この取扱説明書を

お読みいただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンボルマークの表示例 

この表示の項目を無視して、誤った取り扱いをすると、死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示の項目を無視して、誤った取り扱いをすると、障害を負う可能

性が想定される内容および、物的損傷の発生や、機器の故障が想定され

る内容を示しています。 

△記号は注意を促す内容があることを示します。 

この記号の中や近くに具体的な注意内容を示して

あります。 

（左の例は、高温部に注意という意味を示します。） 

記号は禁止行為であることを示します。 

この記号の中や近くに具体的な禁止内容を示して

あります。 

（左の例は、本体に水をかけないことという意味を

示しています。） 

●記号は行為の強制または指示する内容を示しま

す。 

この記号の中に具体的な指示内容を示してありま

す。 

（左の例は、説明書をよく読み、理解してから使用

することという意味を示しています。） 

警告 

注意 
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 2  安全上のご注意                 

 

●ご使用の前に、この安全上のご注意をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

●この項目は、いずれも安全に関する内容ですので、必ず守ってください。 

 

 

 

警告 

○誤った操作や取り扱いをしないこと。 

 バルブ操作や装置の取り扱いは、正しく行ってください。 

 誤った取り扱いは、装置の部品が破裂する恐れがあり、重大事故の

危険性があります。 

○本体を直射日光の当たる場所へ放置しないこと。 

 直射日光のあたる場所や、周囲温度が４０℃以上ある場所での使用 

 や保管はしないでください。 

 装置の部品が破裂する恐れがあり、重大事故の危険性があります。 

○ＨＦO－１2３４yf 以外の冷媒が入っている車の作業をし

ないこと。 

 本機はＨＦO－１2３４yf 専用です。他のフロンガスや、特に可燃

性の冷媒（ＨＣ）などの入っている車の作業、およびそれらのガス

の本機への使用はしないでください。カーエアコンや装置の、引

火・爆発や故障の原因となります。 

 また漏れ止め剤の入っている車の作業もしないでください。装置の

故障や破損の原因となります。 

○保護めがねと保護手袋を着用すること。 

 フロンガスが目に入ったり、手にかかると失明や凍傷の恐れがあり

ます。 

○作業前にエアコンオイルの種類を確認すること。 

 電動コンプレッサーにＰＡＧオイルが混入すると、漏電により感電

する恐れがあります。必要に応じて作業前にホースクリーニングを

行ってください。 
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警告 

○勝手に修理（改造）はしないこと。 

 不適切な修理（改造）は危険ですので、絶対に勝手に修理（改造）

はしないでください。 

 人身事故および本機を破損させる可能性があります。 

○電源プラグにほこりを付着させないこと。 

 刃の根本まで確実に差し込んでください。 

感電・ショートによる火災の原因となります。 

○運転前の点検・定期点検を必ず行うこと。 

 ケガ・故障の原因となります。 

○点検をするときは、電源プラグを抜くこと。 

 ヒューズ切れの原因探しなど本機内部を点検するときは、必ず電源

プラグを抜いてから行ってください。 

 感電やショートの恐れがあります。 

○電源コードを持って電源プラグを抜かないこと。 

 必ず電源プラグを持ってコンセントから抜いてください。 

 電源コードが傷つき、感電・ショートによる火災の原因となります。 

○濡れた手で電源プラグを扱わないこと。 

 濡れた手で電源プラグをコンセントから抜いたり、コンセントに差

したりしないでください。 

 感電する恐れがあります。 

 電源コードが傷つき、感電・ショートによる火災の原因となります。 
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注意 

○本体に水をかけないこと。 

 本体に水をかけたり、雨天時野外に放置しないでください。 

 装置の故障や誤動作により、車が故障する恐れがあります。 

○エンジン回転中は、ファンベルト等に注意のこと。 

 フロンガスの充填作業で、エンジンをかけながら行う場合や、エン

ジン停止中でも冷却ファンが回転することがあります。 

 ファンやベルトには、十分注意してください。 

 手や作業服が巻き込まれケガをする恐れがあります。 

○エンジンの高温部に注意のこと。 

 エンジンの回転部や停止直後は、排気管やその周辺は高温になって

います。 

 手を触れるとヤケドをする恐れがあります。 

○アースをすること。 

 電源コードプラグから出ているアースクリップをコンセントのア

ース端子につないでください。 

 アースをしないと、故障や事故による漏電時に感電する恐れがあり

ます。 

○使用中や移動時は、強い衝撃を与えないこと。 

 本機を強くたたいたり、物をぶつけたり、また移動時に、溝や段差

にキャスターを落とさないでください。 

 移動後は、キャスター（前輪 2ヶ）にストッパーをかけてください。 



- 5 - 

 

注意 

○本機の操作責任者や担当者を決め使用すること。 

 取扱説明書、注意シール、メーカーの説明等で取扱方法を熟知した

上でご使用ください。 

 間違った操作は本機の破損や、重大事故発生の恐れがあります。 

○本機は必ず水平な場所に置いて使用すること。 

 傾きにより、計量不良を起こす恐れがあります。 

○説明書をよく読み、理解してから使用すること。 

 取扱説明書には、使い方のほか、重要警告事項の説明が書いてあり

ます。内容をよく理解してから本機をご使用ください。 

 警告、注意事項に従わないと重大事故発生の危険性があります。 
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その他の注意 

○エアコンシステムに異常が見られる車には、フロンガスの充填を行わないこと。 

明らかにフロンガスの不足した状態のものや、圧力に異常が見られる車への充填はしないで

ください。フロンガスがすぐに抜けてしまったり、カーエアコンが破損したり、本機の故障

の原因となります。 

 

○漏れ止め剤の入った車や、漏れ止め剤の注入に本機を使用しないこと。 

漏れ止め剤が原因で本機の故障の原因となります。 

 

○フロンの取り扱いには注意すること。 

フロンをみだりに大気に放出することは、法律で禁じられています。また使用済み自動車の

カーエアコンから、フロンを回収する場合は「第二種フロン類回収業者」の登録が必要です。 

 

○本機の通気口をふさがないこと。 

本機の通気口の上に、ポスター等を貼らないでください。内部の冷却不良により、性能の低

下や故障の原因となります。 
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 3   使用上のご注意                 

 

（1）取り扱い上の注意 

① 本機は消防法には適合していません。ガソリンスタンド等消防の定める危険箇所では、

本機を使用しないでください。 

② 本機のヒューズは、必ず指定容量のもの（仕様表参照）を使用してください。 

③ 操作パネルをドライバーなどの硬いもので押さないでください。また、汚れをガソリン

やシンナーなどの溶剤で拭かないでください。 

 

 

（2）作業上の注意 

① ホースの脱着の際、カプラに圧力がかかっている場合がありますので、フロンガスの噴

き出しに注意してください。 

② 気温の高いときは、日陰で風通しのよい涼しい場所で作業を行ってください。 

③ 気温の低いときは、エアコンをＯＮにし、5～10分程エンジンの暖機運転をしてから作

業を行ってください。 

④ 作業終了後、ホースをホースハンガーに収納してください。また電源コードをコードフ

ックにかけてください。 

⑤ オイルボトル内のオイルは作業終了後に、廃棄・保管してください。 

 

 

（3）操作上の注意 

工程中ストップキーを押すと一時停止します。再び作業を継続するときは、スタートキーを

押すと継続することができます。一時停止後、そのまま作業を終了するときは、ストップキ

ーを押して工程を解除してください。 
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 4   付属品と組立                  

 

（1）付属品の確認 

①取扱説明書（本紙） 

 

②車種別充填量リスト 

③エラー一覧表 

④缶切口パッキン（2 ヶ） 

[→Ｐ６３缶取付口パッキンの交換 参照] 

⑤オイルボトル（ＰＡＧ、ＰＯＥ，ドレン各 1 ヶ） 

 （本体右側に収納） 

⑥温度計 

 （カーエアコンの吹出口に差し込んで使用） 
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（2）操作部の取付 

操作部を取り付けます              

 

①操作部を、本体上部に貼り付けてある付属のネジとワッシャーで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②操作部のコネクターを、本体の柱に設置されているメスコネクターに接続します。 

余剰のケーブルは、操作部の中へ押し込んでください。

付属ネジ、ワッシャー 

（計４箇所固定） 

操作部 

コネクター 

本体側メスコネクター 
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（3）タンクの固定解除 

タンクの固定を解除します            

 

 

 

 

 

 

 

 

タンクストッパーを図のように下げ、タンク

の固定を解除し、タンク固定ネジ①、②を緩

みがないように締め付けます。 

※タンクの軸がストッパーに触れないように

注意してください。 

扉を開いて、タンク下側にある

ストッパーのタンク固定ネジ

①、②を緩めます。 

タンク固定ネジ① 

タンク固定ネジ② 

タンクストッパー 



- 11 - 

 

 5   各部の名称                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネル 

取手（左右） 

ホルダー 

高圧ホース（赤） 

低圧ホース（青） 

キャスター 

（前２輪ブレーキ付） 

電源スイッチ 

電源ヒューズ 

缶切口 

電源コード 

（アースクリップ付） 

オイルボトル 

（ＰＡＧ、ドレン、ＰＯＥ） 
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 6   操作部の名称とその機能             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①操作キー 

 ・全自動・・・全自動コース（回収→真空引き・再生→オイル注入→充填）を行います。 

 ・回収・・・カーエアコンよりフロンガスの回収を行います。 

 ・真空引き・・・カーエアコンの真空引きを行います。 

 ・再生・・・回収したフロンガスの再生を行います。 

 ・オイル注入・・・選択したオイルの注入を行います。 

 ・充填・・・フロンガスの充填を行います。 

 ・補充・・・カーエアコンにフロンガスの補充を行います。 

 ・抜取・・・カーエアコンよりフロンガスを抜き取ります。 

 ・注入・・・カーエアコンにオイル缶を注入します。 

 ・ＰＡＧボトル・・・カーエアコンにボトル内のＰＡＧオイルを注入します。 

 ・ＰＯＥボトル・・・カーエアコンにボトル内のＰＯＥオイルを注入します。 

 ・ＰＡＧ缶・・・カーエアコンにＰＡＧ缶オイルを注入します。 

 ・ＰＯＥ缶・・・カーエアコンにＰＯＥ缶オイルを注入します。 

 ・圧力チェック・・・カーエアコンの高低圧圧力を表示します。 

③高圧側圧力表示 

④低圧側圧力表示 ①操作キー 
②接続ガイダンス 

⑤メイン 

 表示 

⑥設定キー 

⑦メンテ 

ナンス 

キー 
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 ・オイルフラッシング・・・フラッシングキット（オプション）で、カーエアコンのオイルフラッシ 

ングを行います。（※オプション装着時） 

 ・スタート・・・各コースの運転を開始します。 

 ・ストップ・・・各コースの一時停止、中断をします。 

 ・ホースクリーニング・・・ホース内に付着したオイルのクリーニングをします。 

 

②接続ガイダンス 

 ・エアコンに接続・・・ランプが点灯したらカプラをエアコンに接続します。 

 ・ホルダーに接続・・・ランプが点灯したらカプラをホルダーに接続します。 

 ・エンジン＆エアコンＯＮ・・・ランプが点灯したらエンジンをかけ、エアコンをＯＮにします。 

 ・エンジン＆エアコンＯＦＦ・・・ランプが点灯したら、エンジンを止めます。 

 

③高圧側圧力表示・・・カーエアコン高圧側の圧力を表示します。 

 

④低圧側圧力表示・・・カーエアコン低圧側の圧力を表示します。 

 

⑤メイン表示・・・各項目を表示します。表示内容は表示切替キーで変更できます。 

 ・充填量・・・設定した充填量を表示します。 

 ・回収量・・・回収したフロンガスの量を表示します。 

 ・追加量・・・コース終了時点での、使用したフロンガスの量を表示します。 

 ・タンク残量・・・タンク内のフロンガスの量を表示します。 

 ・タイマー・・・真空引き時間、再生時間などを表示します。 

 ・エラー・・・エラーナンバーを表示します。 

 

⑥設定キー・・・コース開始時の設定量、タイマーの入力に使用します。 

 

⑦メンテナンスキー 

 ・管理・・・管理モードに入り、各種設定を行います。 

 ・タンク補充・・・タンクにフロンガスの補充を行います。 

 ・プリント・・・プリンター（オプション）を使用します。 

 ・タンク内圧・・・タンク内の圧力を表示します。 

 

※設定可能および選択可能なキーは点滅、設定および選択されたキーは点灯になります。 
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 7   使用前の準備                  

工場出荷時は、装置内に窒素ガスが封入されています。はじめて本機を使用される前に、以下の手順

で必ず初期化（装置内真空引き）を行ってください。 

 

①扉を開き、タンクの固定が解除されていることを確認し 

てください 

タンクが固定されている場合は、Ｐ１０の手順でタンクの固定を解除してください。 

 

②電源を入れます 

 

 

②管理キーを選択します 

管理モードに入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

③設定キーで 4 を入力します 

装置初期化を選択します。 
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④スタートキーを押して初期化工程に入ります 

高低圧圧力、タンク残量が表示されて、真空ポンプが 

回り初期化が始まります。 

※初期化の開始時に真空ポンプから霧状のオイルが噴 

 く場合がありますが、異常・故障ではありません。 

 

 

 

 

 

 

⑤初期化が終了します 

10分程度で初期化が終了します。 

 

初期化が終了したら、管理モードの選択画面に戻ります。 

続いてタンク補充（Ｐ６０）を行ってください。 

 

 

充填作業はコース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が 2050ｇ以上必要になりま

す。あらかじめ必要な量のフロンガスを補充しておいてください。 

（回収および真空引き工程はタンク残量が 2000ｇ未満でも作業は可能です。） 

アドバイス 



- 16 - 

 

 8   本機の機能                   

本機は、次のような機能を備えています。（操作方法は、別項を参照してください。） 

 

（1）全自動コース 

エンジンＯＦＦの状態で、回収→真空引き・再生→オイル注入→充填を全自動で行います。 

各工程のみの選択も可能です。 

回収 

カーエアコンからフロンガスを本機のタンクに回収します。 

回収時にフィルターを通して、フロンガスのクリーニングを行います。 

回収時にオイルセパレーターを通して、フロンガスに含まれるコンプレッサー

オイルの除去を行います。除去されたオイルは回収後、ドレンオイルにパージ

されます。 

真空引き 設定した時間だけ、カーエアコンの真空引きを行います。 

再生 
真空引きと同時に、タンク内のフロンガスをフィルターに通すことでクリーニ

ング効果を高めます。 

オイル注入 

真空状態のカーエアコンに選択したオイルを注入します。 

オイルはＰＡＧボトル、ＰＯＥボトル、ＰＡＧ缶、ＰＯＥ缶の４種から選びま

す。 

充填 設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填します。 

 

 

（2）エアコン調整 

エンジン＆エアコンＯＮの状態でカーエアコンのフロンガスの調整を手動で行います。またオイル

缶からオイルの注入を行います。 

補充 設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填します。 

抜取 設定した量のフロンガスをカーエアコンから抜き取ります。 

注入 
選択したオイル缶をカーエアコンに注入します。 

オイル缶はＰＡＧ缶、ＰＯＥ缶の２種類から選びます。 

 

 

（3）圧力チェックモード 

高圧側、低圧側の圧力を表示します。エンジン＆エアコンＯＮの状態で、カーエアコンの状態チェ

ックすることができます。 
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（4）オイルフラッシングコース（オプション） 

本機タンク内のフロンガスを使って、カーエアコン内のオイルやスラッジの除去を行います。カー

エアコンのコンプレッサーとエキスパンションバルブを外し、フラッシングキット（オプション）

を接続して作業します。 

設定した時間だけフラッシングを行い、最後にフロンガスの回収を行います。 

 

（5）ホースクリーニングコース 

本機タンク内のフロンガスを使って、ホース内に付着したコンプレッサーオイルの洗浄を行います。

前回作業した車と異なるオイルの車で作業する場合は、作業前に必ずホースクリーニングを行って

ください。 

 

（6）管理 

本機のメンテナンスおよび設定に使用します。 

フィルター交換時間の 

表示とリセット 

フィルター交換時間の表示とリセット（エラーの解除）を行います。 

真空ポンプオイル交換時間の 

表示とリセット 

真空ポンプオイル交換時間の表示とリセット（エラー解除）を行い

ます。 

音量調整 スピーカー音量の調整を行います 

初期化 装置内を真空引きし、初期化を行います。（初回使用前に実施） 

テストプリント プリンター（オプション）のテストプリントを行います。 

プリンター使用設定 プリンター（オプション）の使用可否を設定します。 

内部タンク回収 
外部タンク接続キット（オプション）を接続して、内部タンクのフ

ロンガスを外部タンクへ回収します。 

外部タンク回収 
外部タンク接続キット（オプション）を接続して、カーエアコンか

ら外部タンクにフロンガスの回収を行います。 

全自動コース工程登録 全自動コースで行う工程を 3 つまで登録可能です。 

 

（7）タンク補充 

サービス缶および外部タンクからガスの補充を行います。外部タンクからのガスの補充には外部タ

ンク接続キット（オプション）が必要です。 

 

（8）プリント 

プリンター（オプション）で作業内容のプリントを行います。 
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（9）タンク内圧 

タンク内の圧力を表示します。エアの混入など異常高圧の場合はエアパージすることができます。 
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 9   作業前の準備                  

 

①本機を設置します 

本機を水平な場所に置き、キャスター（前２輪）を 

ロックします。 

 

 

②本機の電源を入れます 

電源コードプラグをコンセントに差し込み、本機の電源スイッチ 

をＯＮにします。 

※延長コードを使用するときは、太さ 2ｍｍ2以上長さ 10ｍ 

以内のものをご使用ください。細くて長いコードでの延長は、 

電圧降下による動作不良の原因となります。 

 

 

③真空ポンプオイルのレベルを確認します 

扉を開け、真空ポンプオイルのレベルを確認します。不足している場合は、オイルキャップ

を開けてオイルを給油してください。詳しくは真空ポンプオイル交換方法（Ｐ5２）を参照

ください。 

 

④タンク補充をします 

タンク残量が 2000ｇ未満の場合はタンク補充（Ｐ６０）を行ってください。 

充填作業はコース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が 2050ｇ以上必要になりま

す。あらかじめ必要な量のフロンガスを補充しておいてください。 

（回収および真空引き工程はタンク残量が 2000ｇ未満でも作業は可能です。） 
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⑤作業する車のエアコンオイルを確認します 

ボンネット裏などのラベルを確認し、 

エアコンオイルの種類を確認してく 

ださい。前回作業した車と異なるオ 

イルの車で作業する場合は、作業前 

に必ずホースクリーニングを行って 

ください。 

 

エアコンオイルの種類について 

ハイブリッド車（ＨＶ）や電気自動車（ＥＶ）は電動コンプレッサーを搭載し、モーターの

冷却にフロンガスを使用しています。そのためエアコンオイルには、絶縁性に優れたＰＯＥ

が使われています。一般のガソリン・ディーゼル車のエアコンオイルに使われているＰＡＧ

が、ＰＯＥに混ざると絶縁性が損なわれ、モーターの漏電を起こす危険性があります。 

 

エアコン 

オイル種類 

ＰＡＧ（一般用） 

（ポリアルキレングリコール） 

ＰＯＥ（ＨＶ・ＥＶ用） 

（ポリオールエステル） 

トヨタなど ＮＤ-ＯＩＬ12 ＮＤ-ＯＩＬ11 

ホンダ ＳＰ－１０ ＳＥ－１０Ｙ 

※上記は一例ですので、車の整備書またはメーカーまで確認の上で作業を行ってください。 

 

⑥ホースクリーニングを行い、油種の選択をします 

ホースをホルダーに装着し、ホースクリーニングキーを 

押してホースクリーニングを開始してください。 

（前回と同じオイルの車で作業 

の場合は、ホースクリーニング 

は不要です。） 

 

ホースクリーニング後、作業す 

る車のエアコンオイルを選択し 

ます。詳しくはホースクリーニ 

ング（Ｐ４６）を参照ください。 

 

 

 

 

ホルダー接続後に 

カプラのレバーを 

下げること 

HFO1234yf 

ND-OIL12 
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 10   各コースでの作業方法             

（1）全自動コース 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②全自動コースを選択します 

全自動コースを選択します。 

※エンジンとエアコンが止まっていることを確認してください。 

 

 

③コース内容を確認します 

必要であれば下の工程キーから、工程を追加・削除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例．オイル注入工程を追加                 

 

 
 

全自動コースは各工程を任意に設定したオリジナルのコースが 3種類登録が可能です。登録

方法は管理モードの全自動コース工程登録（Ｐ５８）を参照してください。 

全自動キーを押すごとに登録した内容が順次表示されます。 

 

アドバイス 
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④オイルを選択します（オイル注入選択時） 

オイルは作業する車のエアコンオイルから、缶または 

ボトルからの注入を選択します。 

※選択可能なオイルはホースクリーニング後に確定さ 

せた種類のオイルからになります。 

 

 

 

 

 

例．ＰＡＧボトルを選択 

 

⑤選択したオイルの補充・取り付けをします 

オイルボトルを選択した場合 

本機右側面のオイルボトルにオイルを補充してください。 

※オイルチューブはボトルの底に当たるようにセットし 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

オイル缶を選択した場合 

本機上の缶切口にオイル缶を取り付けてください。 

 

 

 

 

 

    

 

缶の取り付けはガスが漏れない程度に軽く締めこ

んでください。締めすぎはパッキンを痛めます。 

アドバイス 

 

オイル注入時のエアの吸い込みが起こらないように、

余裕をもった量のオイルを入れてください。 

ボトルに補充したオイルは酸化・吸湿を避けるため、

作業が終わったら密閉容器に戻してください。 

ボトルからのオイル注入は、コース途中に手動による

キー操作が必要になります。充填まで全自動で行いた

い場合はオイル缶からの注入をお勧めします。 

アドバイス 

例．ＰＡＧボトルにオイルを補充 

例．ＰＡＧ缶の取り付け 
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⑥タイマーを設定します（真空引き・再生を選択時） 

テンキーを使って、真空引き時間（同時に再生時間） 

の設定をします。 

タイマーは 2～99分まで設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦スタートキーを押します 

スタートキーを押し、タイマーを確定させます。 

 

 

⑧充填量を設定します（充填を選択時） 

テンキーを使って充填量を設定します。 

充填量は 200ｇから 10ｇ単位で設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

コース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が

2050ｇ未満になる場合は、充填ができません。 

タンク補充を行うか、充填工程を削除してから全自

動コースを行ってください。 

アドバイス 

例．真空引き時間を 10分に設定

  

 

例．充填量を 700ｇに設定  
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⑨スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、コースが開始します。 

 

 

⑩回収工程（回収選択時） 

カーエアコン内のフロンガスをタンク内に回収 

します。 

 

 

 

 

 

 

例．回収量 580ｇ        

低圧側圧力－０．０１ＭＰａ 

 

回収工程の最後に、回収したフロンガスに含まれていたオイルをドレンボトルにパージします。 

※オイルの噴きこぼれがないように、あらかじめドレンボトルは空にしておいてください。 

 

 

⑪真空引き工程・再生工程（真空引き・再生選択時） 

タイマーで設定した時間、真空引きを行います。 

再生を選択した場合は、同時にタンクに回収した 

フロンガスの再生も行います。 

 

 

 

 

 

例．残り時間 1分 30秒     

低圧側圧力－０．０９ＭＰａ 

 

真空引き工程の最後にカーエアコンのリークチェックを１分間行います。 

リークチェックでエラーになった場合は、カーエアコンに漏れ箇所がないか確認をしてから充

填を行ってください。 

 

回収中に表示切替キーを押すと、設定した充填量、

現在のタンク残量の確認ができます。 

アドバイス 

 

真空引き中に表示切替キーを押すと、回収量、現在

のタンク残量の確認ができます。 

アドバイス 
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⑫オイル注入工程（オイル注入選択時） 

選択したオイルを注入します。 

 

オイルボトルを選択した場合 

スタートキーを押している間、ボトルからオイルを 

注入します。オイル注入の時間は１分で表示されま 

すが、スタートキーを押している間は残り時間がゼ 

ロになっても注入は可能です。 

オイルボトルのＯリングと目盛を参考に必要な量の 

オイルを注入してください。 

 

オイル缶を選択した場合 

自動で選択したオイル缶の注入を行います。 

 

 

⑬充填工程 

設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填しま 

す。 

 

 

 

 

⑭コース終了 

コースが終了し、メイン表示に追加量が表示されま 

す。（充填選択時のみ） 

 

 

 

 

 

 

⑮ホースを外します 

車から高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 

例．残り 15秒 

例．残り 120ｇ 

 

表示切替キーを押すと、設定した充填量、回収量、

現在のタンク残量の確認ができます。 

アドバイス 

例．追加量 100ｇ 
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（2）各工程単独での使用方法 

全自動コースの各工程は、工程単独での使用も可能になっています。エンジンとエアコンが止まっ

ている状態で行ってください。 

 

I. 回収 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②回収を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エンジンとエアコンが止まっていることを確認してください。 

 

 

③スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、回収を開始します。 
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④回収工程 

カーエアコン内のフロンガスをタンク内に回収 

します。 

 

 

 

 

 

 

例．回収量 580ｇ        

低圧側圧力－０．０１ＭＰａ 

 

回収工程の最後に、回収したフロンガスに含まれていたオイルをドレンボトルにパージします。 

※オイルの噴きこぼれがないように、あらかじめドレンボトルは空にしておいてください。 

 

⑤回収終了 

回収が終了し、メイン表示に回収量が表示されま 

す。 

 

 

 

 

⑥ホースを外します 

車から高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 

 

 

回収中に表示切替キーを押すと、現在のタンク残量

の確認ができます。 

アドバイス 

例．回収量 680ｇ 
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II. 真空引き 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

②真空引きを選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エンジンとエアコンが止まっていることを確認してください。 

 

 

③タイマーを設定します 

テンキーを使って、真空引き時間の設定をします。 

タイマーは 2～99分まで可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例．真空引き時間を 10分に設定  
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④スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、真空引きを開始します。 

 

 

 

※カーエアコン側にフロンガスの圧力が残っている場合は、回収を選択していなくても回収工 

程を行い、その後真空引き工程になります。 

 

⑤真空引き工程 

タイマーで設定した時間、真空引きを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

例．残り時間 1分 30秒     

低圧側圧力－０．０９ＭＰａ 

 

真空引き工程の最後にカーエアコンのリークチェックを１分間行います。 

リークチェックでエラーになった場合は、カーエアコンに漏れ箇所がないか確認をしてから充

填を行ってください。 

 

⑥ホースを外します 

車から高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 
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III. 再生 

①再生を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

※再生単独で使用の場合はカーエアコンにホースを接続する必要はありません。 

 

②タイマーを設定します 

テンキーを使って、再生時間の設定をします。 

タイマーは 2～99分まで可能です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

③スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、再生を開始します。 

 

 

④再生終了 

タイマーがゼロになれば再生終了です。 
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IV. オイル注入 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

②オイル注入を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エンジンとエアコンが止まっていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③オイルを選択します 

オイルは作業する車のエアコンオイルから、缶または 

ボトルからの注入を選択します。 

※選択可能なオイルはホースクリーニング後に確定さ 

せた種類のオイルからになります。 

 

 

 

 

例．ＰＡＧボトルを選択 

 

管路内のオイル残分を減らすため、オイル注入工程は充填工程とセットになります。 

オイル注入はカーエアコンが十分に真空になっていないとエラーになります。必要に応

じて真空引きと組み合わせて使用してください。 

ガスの残っているカーエアコンへのオイル注入は、エアコン調整のオイル缶注入 

（Ｐ４１）を使用してください。 

 

アドバイス 
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④選択したオイルの補充・取り付けをします 

オイルボトルを選択した場合 

本機右側面のオイルボトルにオイルを補充してください。 

※オイルチューブはボトルの底に当たるようにセットし 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例．ＰＡＧボトルにオイルを補充  

 

 

オイル缶を選択した場合 

本機上の缶切口にオイル缶を取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

例．ＰＡＧ缶の取り付け    

 

 

缶の取り付けはガスが漏れない程度に軽く締めこ

んでください。締めすぎはパッキンを痛めます。 

アドバイス 

 

オイル注入時のエアの吸い込みが起こらないように、

余裕をもった量のオイルを入れてください。 

ボトルに補充したオイルは酸化・吸湿を避けるため、

作業が終わったら密閉容器に戻してください。 

ボトルからのオイル注入は、コース途中に手動による

キー操作が必要になります。充填まで全自動で行いた

い場合はオイル缶からの注入をお勧めします。 

アドバイス 
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⑤充填量を設定します 

テンキーを使って充填量を設定します。 

充填量は 200ｇから 10ｇ単位で設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、オイル注入を開始します。 

 

 

⑦オイル注入工程（オイル注入選択時） 

選択したオイルを注入します。 

 

オイルボトルを選択した場合 

スタートキーを押している間、ボトルからオイルを 

注入します。オイル注入の時間は１分で表示されま 

すが、スタートキーを押している間は残り時間がゼ 

ロになっても注入は可能です。 

オイルボトルのＯリングと目盛を参考に必要な量の 

オイルを注入してください。 

 

オイル缶を選択した場合 

自動で選択したオイル缶の注入を行います。 

 

例．残り 15秒 

 

コース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が

2050ｇ未満になる場合は、充填ができません。 

タンク補充を行うか、充填工程を削除してから全自

動コースを行ってください。 

アドバイス 

例．充填量を 700ｇに設定  
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⑧充填工程 

設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填しま 

す。 

 

 

 

 

⑨充填終了 

充填が終了し、メイン表示に追加量が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑮ホースを外します 

車からホースを外して作業終了です。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 

 

例．残り 120ｇ 

例．追加量 700ｇ 
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V. 充填 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②充填を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エンジンとエアコンが止まっていることを確認してください。 

 

 

 

 

充填はカーエアコンが十分に真空になっていないとエラーになります。必要に応じて真

空引きと組み合わせて使用してください。 

ガスの残っているカーエアコンへの充填は、エアコン調整の補充（Ｐ３７）を使用して

ください。 

 

アドバイス 
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③充填量を設定します 

テンキーを使って充填量を設定します。 

充填量は 200ｇから 10ｇ単位で設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、充填を開始します。 

 

 

⑤充填工程 

設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填しま 

す。 

 

 

 

⑥充填終了 

充填が終了し、メイン表示に追加量が表示されます。 

 

 

 

⑦ホースを外します 

高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 

 

コース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が

2050ｇ未満になる場合は、充填ができません。 

タンク補充を行うか、充填工程を削除してから全自

動コースを行ってください。 

アドバイス 

例．残り 120ｇ 

例．追加量 700ｇ 

例．充填量を 700ｇに設定  
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（3）エアコン調整 

フロンガスの入ったカーエアコンのガス量の調整作業およびオイル缶の注入を行います。 

各作業はエンジンをかけ、エアコンをＯＮの状態で行ってください。 

 

I. 補充 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②補充を選択します 

 

 

 

 

③エンジンをかけます 

車のエンジンをかけます 

 

 

 

 

 

④エアコンをＯＮにします 

エアコンを入れ、以下の設定にします。 

●最大風量設定 

●最低温度設定 

●内気循環 

●吹出口を前方向 
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⑤充填量を設定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、充填を開始します。 

 

 

⑦補充工程 

設定した量のフロンガスをカーエアコンに充填しま 

す。 

 

 

 

⑧補充終了 

補充が終了し、メイン表示に充填量が表示されます。 

 

 

 

 

⑨エンジンを止め、ホースを外します 

エンジンを止め、車から高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 

例．充填量 100ｇ 

例．残り 20ｇ 

例．充填量を１00ｇに設定  
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II. 抜取 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②抜取を選択します 

 

 

 

 

③エンジンをかけます 

車のエンジンをかけます 

 

 

 

 

 

④エアコンをＯＮにします 

エアコンを入れ、以下の設定にします。 

●最大風量設定 

●最低温度設定 

●内気循環 

●吹出口を前方向 
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⑤回収量を設定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、回収を開始します。 

 

 

 

⑦抜取工程 

設定した量のフロンガスをカーエアコンから回収 

します。 

 

 

⑧抜取終了 

抜取が終了し、メイン表示に回収量が表示されます。 

 

 

 

⑨エンジンを止め、ホースを外します 

エンジンを止め、車から高圧・低圧ホースを外して作業終了です。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 

例．回収量を 50ｇに設定 

例．回収量 50ｇ 

例．残り 20ｇ 
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III. オイル缶注入 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②オイル缶注入を選択します 

 

 

 

 

③オイル缶を選択します 

オイルは作業する車のエアコンオイルに合わせた缶を 

選択します。 

※選択可能な缶はホースクリーニング後に確定させた 

種類のオイルからになります。 

 

 

 

 

 

 

④オイル缶を取り付けます 

本機上の缶切口にオイル缶を取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

例．ＰＡＧ缶の取り付け    

例．PAG缶を選択 

 

缶の取り付けはガスが漏れない程度に軽く締めこ

んでください。締めすぎはパッキンを痛めます。 

アドバイス 
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⑤エンジンをかけます 

車のエンジンをかけます。 

 

 

 

 

 

⑥エアコンをＯＮにします 

エアコンを入れ、以下の設定にします。 

●最大風量設定 

●最低温度設定 

●内気循環 

●吹出口を前方向 

 

 

⑦スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、オイル缶注入を開始します。 

オイル缶の注入は自動で終わります。 

 

 

 

⑧エンジンを止め、ホースを外します 

オイル缶の注入が終わったら、エンジンを止め、車から高圧・低圧ホースを外して作業終了で

す。 

必要に応じて圧力チェック（Ｐ４３）を行ってください。 
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（4）圧力チェック 

カーエアコンの状態を圧力で判断します。 

 

①高圧と低圧ホースを接続します 

カーエアコンのサービスバルブ高圧側に赤いホース、 

低圧側に青いホースを接続します。 

※カプラは確実に接続してください。 

 

 

 

②圧力チェックを選択します 

 

 

 

 

③エンジンをかけます 

車のエンジンをかけます 

 

 

 

④エアコンをＯＮにします 

エアコンを入れ、以下の設定にします。 

●最大風量設定 

●最低温度設定 

●内気循環 

●吹出口を前方向 
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⑤エンジン回転数を 1500～2000ｒｐｍにします 

車のタコメーターを見ながらアクセルを踏み、エンジン 

回転数を 1500～2000ｒｐｍにしてください。 

その状態で、エアコンのコンプレッサーがON 時（高圧 

側圧力が上がり、低圧側圧力が下がっている時）の圧力 

をチェックします。 

※電動コンプレッサーのカーエアコンの場合は、各車の 

整備マニュアルに従ってください。 

 

⑥圧力チェックについて 

圧力チェック中に、スタートキーを押すとその時の圧力表示をホールドします。外気温を測定

し、圧力表示が下記の目安に入っているか確認してください。 

もう一度スタートキーを押すと、ホールドが解除されます。 

 

 

⑦圧力チェック終了 

ストップキーを押すと圧力チェックが終了します。 

 

⑧エンジンを止め、ホースを外します 

エンジンを止め、ホースを外して作業終了です。
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（5）オイルフラッシング 

オイルフラッシングキット（オプション）を接続して、カーエアコン内のオイルやスラッジの除去

を行います。詳しくはオイルフラッシングキット付属の取扱説明書を参照ください。 
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（6）ホースクリーニング 

本機タンク内のフロンガスを使って、ホース内に付着したコンプレッサーオイルの洗浄を行い

ます。また次回作業する車のエアコンオイルを確定させます。 

 

①ホースクリーニングを選択します 

ホースクリーニングを選択します。 

 

 

 

 

②高圧と低圧ホースをホルダーに接続します 

ホースをホルダーに接続し、 

カプラのレバーを下げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スタートキーを押します 

スタートキーを押すとホースクリーニングを開始します。 

 

 

 

 

④ホースクリーニング終了 

5分程でホースクリーニングが終了します。 

 

ホルダー接続後に 

カプラのレバーを 

下げること 
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⑤オイルの種類を選択します 

次に作業する車のエアコンオイルを選択します。 

※ここではＰＡＧかＰＯＥの選択のみ有効となります。 

缶またはボトルのどちらを選択しても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥スタートキーを押します 

スタートキーを押すと選択したオイルが確定します。 

以後、オイル注入工程で選択できるオイルは⑤で選択した 

種類のオイルからになります。 

別のオイル注入を行う場合は、再度ホースクリーニングを 

行ってエアコンオイルを確定させてください。 

 

 

例．ＰＯＥオイルを選択 
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 11   管理                     

本機のメンテナンス、各種設定を行います。 

 

（1）フィルター使用時間の表示とリセット 

①管理キーを選択します 

管理モードに入ります。 

 

 

 

 

 

②設定キーで 1 を入力します 

フィルター使用時間の表示／リセットを選択します。 

 

 

 

 

 

 

③フィルター使用時間が表示されます 

フィルター使用時間が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

フィルターを交換しない場合は、ストップキーを 

押すと管理モードの選択画面に戻ります。

 

使用時間が 50 時間を越えると、エラーＮｏ．13

（フィルター使用時間経過）が表示されます。 

Ｐ５０の方法でフィルターを交換してから、フィ

ルター使用時間をリセットしてください。 

 

アドバイス 

例．50時間経過 
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フィルターを交換した場合 

④フィルター使用時間をリセットします 

スタートキーを押してフィルター使用時間をリセット 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リセット後、管理モードの選択画面に戻ります。 
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フィルター交換方法 

i. 車にホース接続しない状態で回収を行います 

高圧・低圧ホースは車に接続せずに、回収工程（Ｐ２６）を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

回収工程を行わずにフィルターを交換すると、管路内のフロンガスが噴き出し危険です。 

また交換作業は、必ず保護めがねと手袋を着用して行ってください。 

 

 

ii. 扉を開け、フィルター上下のホースを外します 

回収工程が終了したら、本機裏の扉を 

開け、フィルター上下のホースを外し 

ます。 

※フロンガスの噴き出しに注意してく 

 ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホースを外す 

フィルター 
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iii. フィルターを交換します 

フィルター押えの蝶ボルト（2箇所）を外し、フィルタ 

ーを交換してください。フィルター交換が終わりました 

ら、再び蝶ボルトでフィルター押えを固定してください。 

※フィルターの流れ方向は上向きになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iv. ホースを取り付けます 

新しいフィルターの上下にホースを取り付けてください。 

※ホースの締付けは、手締めから工具を使い 1/2回転ほど増し締めしてください。 

 

蝶ボルトを外す 
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（2）真空ポンプオイル使用時間の表示とリセット 

①管理キーを選択します 

管理モードに入ります。 

 

 

 

 

②設定キーで 2 を入力します 

真空ポンプオイル使用時間の表示／リセットを選択し 

ます。 

 

 

 

 

 

③真空ポンプオイル使用時間が表示されます 

オイル交換時間が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイルを交換しない場合は、ストップキーを押すと 

管理モードの選択画面に戻ります。

例．50時間経過 

 

使用時間が 50 時間を越えると、エラーＮｏ．27

（真空ポンプオイル使用時間経過）が表示されま

す。Ｐ5３の方法で真空ポンプオイルを交換して

から、真空ポンプオイル使用時間をリセットして

ください。 

 

アドバイス 
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真空ポンプオイルを交換した場合 

④真空ポンプオイル使用時間をリセットします 

スタートキーを押して真空ポンプオイル使用時間を 

リセットします。 

 

 

 

 

 

 

リセット後、管理モードの選択画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

真空ポンプオイル交換方法 

i. 扉を開けます 

本機の裏の扉を開けます。 
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ii. 真空ポンプのオイルを抜きます 

真空ポンプの下にオイルトレイなどを用意します。真空ポンプについているエルボを下に

向け、エルボの栓を外すとオイルが抜けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイルが抜け終わったら、栓を差込み、エルボを上に向けてください。 

 

iii. 真空ポンプのオイルを給油します。 

真空ポンプの給油口キャップを外し、オ 

イルレベルの線まで真空ポンプオイルを 

給油してください。 

 

 

オイルの交換量は約 330ｍℓです。 

交換用オイルは、お買い求めの販売店まで 

ご用命ください。 

 

 

 

iv. 給油口キャップを閉める 

真空ポンプの給油口キャップを閉めます。 

給油口から 

オイルを入れる 

交換用オイル 

部品コード：AF-AA632S001 

名   称：真空ポンプオイル 

 

オイルトレイを下に置く 

エルボを下に向け、 

栓を抜く 
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（3）音量調整 

①管理キーを選択します 

管理モードに入ります。 

 

 

 

 

 

②設定キーで 3 を入力します 

音量調整を選択します。 

 

 

 

 

 

 

③現在の音量が表示されます 

音量は 0（サイレント）～4（最大）の５段階です。 

工場出荷時は 4に設定されています。 
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④音量を入力します 

 

好みの音量の値を入力します。 

 

     ・・・音量 0（サイレント） 

 

     ・・・音量 1 

 

     ・・・音量 2 

 

     ・・・音量 3 

 

     ・・・音量 4（最大） 

 

 

 

 

 

 

 

音量入力後、管理モードの選択画面に戻ります。 

例．音量 2 
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（4）装置初期化 

工場出荷時に封入されたに窒素ガスを真空引きする機能です。詳しくは使用前の準備（Ｐ1４）を

参照ください。 

 

注意 

装置にフロンガスが入った状態では、絶対に初期化を行わないでください。 

内部のフロンガスが噴き出し、危険です。 

 

 

（5）テストプリント 

プリンター（オプション）のテストプリントを行います。詳しくはプリンター付属の取扱説明書を

参照ください。 

 

 

（6）プリンター使用設定 

プリンター（オプション）の使用設定を行います。詳しくはプリンター付属の取扱説明書を参照く

ださい。 

 

 

（7）内部タンク回収 

外部タンク接続キット（オプション）を接続して、内部タンクのフロンガスを外部タンクに回収し

ます。詳しくは外部タンク接続キット付属の取扱説明書を参照ください。 

 

 

（8）外部タンクへの回収 

外部タンク接続キット（オプション）を接続して、カーエアコンのフロンガスを外部タンクに回収

します。詳しくは外部タンク接続キット付属の取扱説明書を参照ください。 
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（9）全自動コース工程登録 

全自動コースで行う工程を 3 つまで登録可能です。 

作業内容が決まっている場合に登録しておくと便利です。 

 

①管理キーを選択します 

管理モードに入ります。 

 

 

 

 

 

②設定キーで 9 を入力します 

全自コース工程登録を選択します。 
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③下記の操作で工程登録が可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ストップキーを押します 

ストップキーを押して、管理モードの選択画面に戻ります。 

Ａ1～Ａ3 から登録する

コースを選びます 

工程の追加・削除をします 

オイル注入選択時は 

オイルの種類も登録します 

現在登録中のコース番号が 

表示されます 

各工程の選択が決まったら、 

スタートキーを押して登録します 
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 12   タンク補充                  

本機のタンクにフロンガスを補充します。 

外部タンク接続キット（オプション）を使えば、外部タンクからの補充も可能になります。 

 

①タンク補充を選択します 

カーエアコンにホースが接続されていないことを確認してください。 

※カーエアコンにホースが接続されたままタンク補充をすると、カーエアコンからガスを抜い 

てしまうことがあります。 

 

②サービス缶を取り付けます 

本機上の缶切口にサービス缶を取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

③スタートキーを押します 

スタートキーを押すと、サービス缶よりタンク補充を開始します。サービス缶が空になるとタ

ンク補充は自動で終わります。サービス缶を交換し、必要な量までタンク残量を増やしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

缶の取り付けはガスが漏れない程度に軽く締めこ

んでください。締めすぎはパッキンを痛めます。 

アドバイス 

 

充填作業はコース開始時のタンク残量から充填量を引いた値が 2050ｇ以上必要になりま

す。あらかじめ必要な量のフロンガスを補充しておいてください。 

（回収および真空引き工程はタンク残量が 2000ｇ未満でも作業は可能です。） 

アドバイス 
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 13   プリント機能                 

プリンター（オプション）を接続することで、作業コースの内容を印字することができます。詳しく

はプリンター付属の取扱説明書を参照ください。 
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 14   タンク内圧確認とエア抜き           

タンク内の圧力を表示します。エアの混入など異常高圧の場合はエアパージすることができます。 

 

①タンク内圧を選択します 

 

②タンク内圧が表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スタートキーを押すとエアパージします 

スタートキーを押すと約3 秒間エアパージします。 

タンク内圧が適正な値になるまでエアパージを行 

ってください。 

例．タンク内圧０．８３ＭＰａ 

 

タンク内にエアが混入した場合は、次のグラフに

対して圧力が高くなります。必要に応じてエアパ

ージをしてください。 

アドバイス 

外気温に対するタンク内適正圧力のグラフ 

 

回収直後などタンクが暖かい状態では、タンク内

圧は上昇しています。半日以上、本機を使用して

いない状態でのエアパージをお勧めします。 

アドバイス 

例．タンク内圧０．６１ＭＰａまでパージ 

タンク内圧表示中は 

高圧に  と表示されます 



- 63 - 

 

 15   日常の点検と手入れ              

（1）本機の拭き上げ 

本機上部の樹脂カバー・操作パネルに汚れがついたときは、キズがつかないように柔らかいウ

エスで、中性洗剤かベンジンを使用して拭いてください。 

※ガソリンやシンナーは絶対に使用しないでください。変色やヒビ割れなど、破損の原因とな

ります。 

 

 

（2）缶切口の清掃 

缶切口はオイルがついたり、ゴミやホコリが付着しやすい状態となります。オイルがついた場

合はウエスなどでよく拭き取り、常に清潔にしてください。 

また使用しない場合は、付属の缶切口キャップをかぶせておいてください。 

 

 

（3）缶切口パッキンの交換 

缶切口パッキンのシール不良やパッキンが破損し 

た場合には、付属のスペア用パッキンと交換しま 

す。細いドライバーなどで、古いパッキンを取り 

出し、図のように新しいパッキンをセットしてく 

ださい。 

白い樹脂のパッキンは、外さずにそのまま使用し 

てください。 

 

 

 

（4）オイルの処理 

オイルセパレーターで分離されたエアコンオイルは、ドレンボトルに排出されます。オイルの

噴きこぼれ防止のため、毎回作業終了時に排出されたオイルは廃棄してください。 

また、ＰＡＧボトルおよびＰＯＥボトルに補充したオイルは作業終了時に密閉容器に戻して保

管してください。 

※オイルチューブはボトルの底に当たるようにセットしてください。 

缶切口パッキン 

向きに注意 

白い樹脂のパッキン 

（そのまま使用） 

缶切口 
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 16   エラーの原因と処置方法            

エラー発生時は、操作パネルにエラーナンバーが表示されます。処置方法に従って本機を操作してくだ

さい。 
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 17   仕様                     

（1）仕様表 

機種名 TA110JB 

定格電圧 AC100V 

定格周波数 50/60Hz 

定格消費電力 380W 

回収能力 120g/分 

使用環境 屋内 

使用温度範囲 5～40℃ 

運転コース 全自動コース、回収、真空引き、再生、オイル注入、充填、エアコン調整、 

圧力チェック、ホースクリーニング 

コンプレッサー オイルレスレシプロ式 1/2HP 

真空ポンプ オイル循環ロータリー式 10Pa/75microns 

ホース 耐フロン用耐圧ホース 高圧側（赤）低圧側（青）各 2.7ｍ 

充填許容量 200～6700ｇ（タンク満タン時） 

制御方式 マイコン制御方式 

計量方式 重量ロードセル 

適応冷媒 HFO-1234yf 

タンク容量 11L 

センサー 圧力トランスデューサー（高圧、低圧、タンク内圧） 

オイル分離機能 蒸留式／フィルター式 

水分分離機能 吸着式ドライヤーフィルター 

本体寸法 幅 612mm×奥 475mm×高 1332mm 

過充填防止方式 重量ロードセル 

安全弁 作動圧 1.9MPa 

ヒューズ 125V20A 

本体重量 84kg（乾燥重量） 

オプション フラッシングキット、プリンター、外部タンク接続キット 
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（2）配管図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）配線図 
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 18   アフターサービスおよび保証          

（1）修理のとき 

点検・修理・部品交換を依頼される場合、その他お困りの場合は、お買い求めの販売店か裏表紙に

記載の連絡先にお問い合わせください。 

 

（2）保証期間中 

・この取扱説明書の裏表紙が「保証書」になっています。 

・保証期間はお買い求めいただいた販売店か、裏表紙に記載の連絡先にお問い合わせてください。 

 尚、消耗品（フィルター、パッキン・Ｏリング類、ホース、カプラ、温度計、ボトル）の取り替

えは有料になります。 

 

（3）保証期間終了後 

保証期間が過ぎた場合の修理につきましては、お買い求めの販売店にご相談ください。 

 

保証規定に関する詳細は、「保証書」をお読みください。尚、「保証書」は必ず「お買い上げ日、販

売店名」などの記入をお確かめの上、販売店からお受け取りください。 

 



2015.4.24 AF-AB053Z000

機種名

お
客
様
販
売
店

〒 577-0002 東大阪市稲田上町1-17-20
TEL 06-6748-9260 FAX 06-6748-9270

（ フィルター、パッキン Ｏ・ リング類、ホー

J

ス、カプラ、温度計、ボ トル）

火災､塩害、ガス害、地震、風水雪害、衝突、転倒、落下、異常電圧、その他天災地変による故障または損傷。

字句

TA110JB




